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小林市内には、古墳時代の地下式横穴墓を多数検出した東二原地下式横穴墓群に代表されるよう

に、多くの貴重な遺跡の存在が知られています。教育委員会では、文化財保護事業の一環として、

市の貴重な文化遺産である遺跡を保護するとともに、失われていく遺跡の記録保存に努めています。

本書では、平成 21年度に小林市教育委員会が発掘調査を実施した二原遺跡の調査成果ならびに

旧須木村教育委員会が実施した宮地遺跡及び奈佐木城跡の調査成果を報告しております。これらの

発掘調査の成果は、平成 22年度に実施した「小林の歴史展」で公開し、多くの方々にお越しいた

だき、古代のロマンに触れていただきました。教育委員会では今後も文化財の保護と活用に努めて

まいりたいと考えております。

最後になりましたが、発掘調査に従事していただきました市民の皆様をはじめ、関係各機関の方々

には多大なご理解とご協力をいただきました。心よりお礼申し上げます。

平成 23年 3月

小林市教育委員会 教育長 佐藤勝美

3

4

5

本書は、平成 21年度に小林市教育委員会が発掘調査を実施した二原遺跡、旧須木村教育委員会 (須木村は平

成 18年 3月 に小林市と合併、以下「旧」省略)が発掘調査を実施した宮地遺跡 1区 ,2区及び奈佐木城跡の

発掘調査報告書である。

各遺跡の調査期間及び調査主体は下記の通りである。

二原遺跡 1区 平成 21年 8月 28日 ～平成 21年 9月 18日  調査主体 :小林市教育委員会
二原遺跡 2区 平成 22年 1月 13日 ～平成 22年 3月 2日 調査主体 :小林市教育委員会
宮地遺跡 1区 平成 10年 5月 6日～平成 8月 12日  調査主体 :須木村教育委員会
宮地遺跡 2区 平成 11年 9月 7日～平成 11月 1日 調査主体 :須木村教育委員会
奈佐木城跡  平成 12年 12月 6日～平成 13年 2月 26日  調査主体 :須木村教育委員会
報告書刊行に向けた整理作業は平成 22年度に小林市教育委員会が実施した。

本書の編集は秦広之が行い、執筆については各遺跡の例言に記載している。

報告書作成にあたっては下記の方々よりご助言・ご協力をいただいた。

石川悦雄 (宮崎県立総合博物館)柔 畑光博・山下大輔 (都城市教育委員会)
福田泰典 (宮崎県立西都原考古博物館)

発掘調査で出土した遺物とすべての記録は小林市教育委員会で保管している。
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二原遺跡及び周辺の遺跡 (1/50′000)国土地理院の承認を得て、同院発行の 5万分の 1地形図を複製したものを使用
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須木地区の遺跡 (1/50′000)国土地理院の承認を得て、同院発行の 5万分の 1地形図を複製したものを使用
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市道二原・下津佐線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調

例言

本報告は、市道二原・下津佐線道路改良工事に伴い小林市教育委員会が平成 21年度に実施した小林市真方字

東二原所在の二原遺跡の発掘調査報告書である。

発掘調査は、小林市教育委員会が調査主体となり実施した。

二原遺跡の呪地調査から報告書作成までの作業に従事したものは下記のとおりである。

発掘作業 :

遺構実測 :落合賢一 秦広之 株式会社埋蔵文化財サポートシステム

遺構写真撮影 :落合賢一 秦広之
自然科学分析 :株式会社古環境研究所

遺物整理 :内畠万喜 下野やす子
遺物実測 :下野やす子 株式会社埋蔵文化財サポー トシステム

製図 (デジタルトレース):内 畠万喜

遺物写真撮影及び加工 :内畠万喜                    4
本報告の執筆については下記のとおりである。

第 1・ 3・ 4章 :秦広之 第 2章 :増谷理絵 第 5章 :株式会社古環境研究所
土層と遺物の色調は『新版標準土色帖』 (農林水産省農林水産技術会議事務局監修)を参考にした。

本報告で使用した方位は座標北である。

遺構の表記に使用した略号は以下のとおりである。

SC:土坑 SI:集石遺構 SX:不明遺構



二原遺跡 1区 。2区

第 1節 調査の経緯

二原地区では小林市建設課による市道二原・下津佐線拡幅工事が計画されていた。開発予定地は、周知の埋蔵

文化財包蔵地「二原遺跡群」内であったため、平成 21年 8月 に小林市教育委員会が確認調査を実施した。その結果、

開発予定地内において縄文時代早期の上器や石器、集石遺構が確認されたため、市建設課と遺跡の取り扱いにつ

いて協議を行い、工事により掘削を受ける 780面 について本調査を実施することとなった。本調査は工事の工程

を考慮して 2度に分けて行い、1次調査 (1区 :210r)を平成 21年 8月 28日 から9月 18日 、2次調査 (2区 :

570だ )を平成 22年 1月 13日から3月 2日 まで実施した。

第 2節 調査組織

調査主体 小林市教育委員会
調査協力 小林市建設課

宮崎県教育委員会

調査組織

小林市教育委員会

教育長        佐藤勝美 (平成 21・ 22年度)
社会教育課長     嶽本強 (平成 21年度)

ィ     大角良弘 (平成 21・ 22年度)
社会教育主幹     芹田直茂 (平成 21・ 22年度)

天辰より子 (平成 21・ 22年度 :文化財担当)

庶務担当    主事 高原百合香 (平成 21年度)
主査 加藤義和 (平成 22年度)

調査担当    主事 落合賢― (平成 21年度 :発掘調査)
主任技師 増谷理絵 (平成 22年度 :報告書の執筆)
委託職員 秦広之 (平成 21・ 22年度 :発掘調査及び報告書の執筆・編集)

第 1章 調査の経過
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第 2章 遺跡の立地と環境
調査地は、小林市街地の北東部にある広大な二原台地の北東端部に位置する。標高 220～ 230mの台地の周

囲には浜ノ瀬川が台地を取り囲むように北から南東方向へと流れている。

調査地は周知の埋蔵文化財包蔵地「二原遺跡群」として認識されており、弥生・古墳時代の散布地あるいは古

墳として周知されていた。台地の東部には、東二原地下式横穴墓群が存在し、過去に地下式横穴墓 16基が調査

され、人骨が合計 21体、そのほか鉄鏃や刀子などの鉄製品、骨鏃や貝輪、小型の鏡などが副葬品として出土し

ている。出土遺物などから東二原地下式横穴墓群はおおよそ 5世紀末～ 6世紀前半 (約 1500年前)にかけて造

られたものと考えられている。遺跡の東部には、周溝をもつ直径 20mほ どの円墳 1基が存在し、この地域一帯

を治めていた首長の墓ではないかと考えられている。現在、東二原地下式横穴墓群は当時の社会を知るうえで貴

重 /3‐遺跡であるとして、平成 4年 10月 26日に市指定史跡とされ、地元の協力を得て遺跡公園として整備され

ている。また、その台地南部には、新田場地下式横穴墓群も存在し、地下式横穴墓 9基が確認され、剣や刀、鉄鏃、

飽、曲刃鎌、鉄斧、釣針などが出土しており、二原台地一帯が遺跡のある地域として認識度が高い。

引用参考文献                                               ,
『小林市遺跡詳細分布調査報告書』 1993 打ヽ林市教育委員会

『東二原地下式横穴墓群 下の平地下式横穴墓群』 1993 打ヽ林市教育委員会
『宮崎県史 資料編 考古 2』 1993 宮崎県

図 11 二原遺跡 1区・ 2区調査位置図 (V5000)
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図 1-2 二原遺跡 1区 。2区遺構配置図 (1/600)



第 3章

第 3章 二原遺跡 1区・ 2区発掘調査の成果

第 1節 調査の概要 (図 1-2)

遺跡は、小林市真方字東二原に所在し、標高 230m前後の平坦な台地の縁辺部に位置する。遺跡の東側には、

岩瀬川が蛇行を繰り返しながら流れているが、この川が形成した谷までの距離が 70m程度であるのに対して、

比高差は 40rnとかなりの急傾斜で落ち込んでおり、遺跡はその落ち際付近に立地する。

遺跡の基本土層は、アカホヤ火山灰層の上位には、黒色土層が堆積し、事前の確認調査では、この層位より遺

構及び遺物は確認され /h―かった。アカホヤ火山灰層 (基本土層Ⅲ層)を挟んで、その下位に黒褐色土層 (基本土

層Ⅲ層)が堆積し、さらにその下位に褐色土層 (基本土層Ⅳ層)ん 堆ヾ積していた。遺物は黒褐色土層 (基本土層

Ⅲ層)か ら褐色土層 (基本土層Ⅳ層)の上部にかけて出土した。褐色土層 (基本土層Ⅳ層)の下位には、黄褐色

土層 (基本土層V層 :小林軽石層)が確認され、一部その下位まで掘り下げて遺物の有無を確かめてみたが、遺

構及び遺物は確認されなかった。

今回の発掘調査で検出された遺構は、縄文時代早期の集石遺構 9基、土坑 3基、不明遺構を 1基検出した。遺

物は縄文時代早期の貝殻円筒系土器である前平式の出土が多く、押型文土器や縄文時代草創期の上器も少量なが

ら出土し、これらに伴うと思われる石鏃・削器などの石器が出土した。

第 2節 遺構 と遺物

集石遺構

SЮ l(図 1-3)
1区の中央部 B7区画に位置する。出土層位は、アカホヤ火山灰層 (基本土層Ⅱ層)下位の黒褐色土層 (基本

土層Ⅲ層)中の下部で確認され、礫の集中範囲は 17× 1,7mで、周囲には S101の構成礫と思われる礫が疎らに

拡がる。この集石遺構には、14× 14mの円形の掘り込みが伴い、深さ04mを測る。掘り込みの底部にまで、

礫が密集して堆積していた。構成する礫の総数は 4608点を数え、総重量は 29468538を 測る。礫 1個当たり

の平均重量は 6398と焼成による月ヽ礫化が進んでおり、ほとんどの礫には熱を受けた痕跡が確認される。利用さ

れた礫の種類ついて、石材鑑定の分析委託を行い、砂岩・流紋岩。チャー ト・頁岩・粘板岩の利用が判明している。

S102(図 1-4)
1区の北端 B4区画に位置する。出土層位は、アカホヤ火山灰層 (基本土層Ⅱ層)下位の黒褐色土層 (基本土

層Ⅲ層)中の上部で確認され、礫の範囲は長軸 1.9m、 短軸 0 8mtt αで東側は調査区外へと拡がる。掘り込みは

確認されていない。この遺構が確認された範囲は、全体の半分程度であるが、礫の総数は 1177点を数え、総重

量は 800870gを 測る。ほとんどの礫には、熱を受けた痕跡が確認される。遺物が出土しておらず厳密な時期認

定はできないが、この遺構を取り除いた下層 (黒褐色土 :基本土層Ⅲ層の下部)よ り、縄文時代早期前葉の前平

式が出土しており、この時期以降の縄文時代早期の所産と考えられる。

SЮ3(図 1-4)
1区の北端 B4区画に位置する。出土層位は、アカホヤ火山灰層 (基本土層Ⅱ層)下位の黒褐色土層 (基本土

層Ⅲ層)中の上部で確認され、礫の範囲は長軸 1lm、 短軸 08mで規模は小さい。いずれの礫も熱を受けた痕跡

が認められ、総数は 474点を数え、総重量は 34897.lgを 測る。遺物が出土しておらず厳密な時期認定はできな



二原遺跡 1区 。2区
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1耕作土
2明葺褐色土 (25Y7/6)アカホヤ火山灰層
3黒褐色土 (10YR3/2)

0            1m

調査区外

1耕作土
2明黄褐色土 (25Y7/6)アカホヤ火山灰層
3黒褐色土 (10YR3/2)        o

図 14 5Ю2・ 03集石遺構 (1/30)
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いが、SЮ 2と同様に、この遺構を取り除いた下層 (黒褐色土 :基本土層Ⅲ層の下部)よ り、縄文時代早期前葉の

前平式が出土しており、この時期以降の縄文時代早期の所産と考えられる。

SЮ 4(図 1-5)
1区の中央部 B4区画に位置する。出土層位は、アカホヤ火山灰層 (基本土層Ⅱ層)下位の黒褐色土層 (基本

土層Ⅲ層)中の下部で確認され、長軸 16m、 短軸 14m+α で、周囲には S104の構成礫と思われる礫が疎らに拡

がる。この集石遺構には、1.6× 1.3+α mの円形の掘り込みが伴い、深さ 04mを測り、掘り込みの底部にまで、
礫が密集して堆積していた。直接伴う遺物が出土していないが、検出面より前平式と思われる条痕土器が出土し

ており、縄文時代早期前葉頃の所産と考えられる。

S105(図 1-5)
1区の北端 B4区画に位置する。出土層位は、アカホヤ火山灰層 (基本土層Ⅱ層)下位の黒褐色土層 (基本土

層Ⅲ層)中の上部で確認され、構成する礫の範囲は長軸 09m、 短軸 0.8mで規模は小さい。いずれの礫も熱を受

けた痕跡が認められ、総数は 96点、総重量は 43986gを 測る。掘り込みは確認されていない。遺物が出土して

おらず厳密な時期認定はできないが、集石を取り除いた下層 (黒褐色土 :基本土層Ⅲ層の下部)よ り、縄文時代

早期前葉の前平式が出土しており、この時期以降の縄文時代早期の所産と考えられる。

SЮ6(図 1-5)
1区の北端 B3区画に位置する。出土層位は、アカホヤ火山灰層 (基本土層Ⅱ層)下位の黒褐色土層 (基本土

層Ⅲ層)中の上部で確認され、礫の範囲は長軸 23m、 短軸 15mで、S107と隣接する。明確な掘り込みは確認

されていないが、検出面から03mま で礫が重なり合うように出土しており、掘り込みを伴う可能性がある。礫
の総数は 283点を数え、総重量は 82488.98を 測る。礫 1個当たりの平均重量は 2914gと他の集石遺構に比べ、

焼成による小礫化が進んでいない。ほとんどの礫には、熱を受けた痕跡が確認される。遺物が出土しておらず厳

密な時期認定はできないが、隣接する S102・ 03な どと同一面より検出されていることから縄文時代早期中棄か

ら後葉の所産と考えられる。

S107(図 1-5)
1区の北端 B3区画に位置する。出土層位は、アカホヤ火山灰層 (基本土層Ⅱ層)下位の黒褐色土層 (基本土

層Ⅲ層)中の上部で確認され、礫の範囲は長軸 2.Om、 短軸 18mで、S106と隣接する。掘り込みは確認されて

い /A‐い。礫の総数は 154点を数え、総重量は 49145,38を測る。礫 1個当たりの平均重量は 3191gと他の集石

遺構に比べ、焼成による小礫化が進んでいない。ほとんどの礫には、熱を受けた痕跡が確認される。遺物が出土

しておらず厳密な時期認定はできないが、隣接する S102・ 03な どと同一面より検出されていることから前平式

以降の縄文時代早期の所産と考えられる。

SЮ8(図 1-6)
2区の南端 B16区画に位置する。出土層位は、アカホヤ火山灰層 (基本土層Ⅱ層)下位の黒褐色土層 (基本

土層Ⅲ層)で確認され、礫の範囲は長軸 25m、 短軸 23mで、S109と隣接する。掘り込みは確認されていない。
礫の総数は 183点を数え、総重量は 215558を 測る。ほとんどの礫には、熱を受けた痕跡が確認される。遺物が

出土しておらず厳密な時期認定はできないが、検出された層位から縄文時代早期の所産と考えられる。



二原遺跡 1区 。2区

SЮ9(図 1-6)
2区の南端 B16区画に位置する。出土層位は、アカホヤ火山灰層 (基本土層Ⅱ層)下位の黒褐色土層 (基本

土層Ⅲ層)で確認され、礫の範囲は長軸 20m、 短車由13mで、S108と隣接する。掘り込みは確認されていない。

礫の総数は 958点を数え、総重量は 68922gを 測る。ほとんどの礫には、熱を受けた痕跡が確認される。遺物が

出土しておらず厳密な時期認定はできないが、検出された層位から縄文時代早期の所産と考えられる。

土坑

土坑は 2区より3基確認され、いずれもアカホヤ火山灰 (基本土層Ⅱ層)下位の褐色土層 (基本土層Ⅳ層)上

面で検出され、縄文時代早期の遺構と考えられる。

SC01(図 1-7)
2区の中央部 C14区画に位置する。検出面は、アカホヤ火山灰 (基本土層Ⅱ層)下位の褐色土層 (基本土層Ⅳ層)

上面で確認され、平面形は長軸 1 5mtt α、短軸 10mの不整楕円形で西側は調査区外へ延び、深さは 03mを測る。

土坑の東側部分には、熱を受けたと思われる礫が底部から上部にかけて出土した。遺物は出土していない。

SC02(図 1-7)
2区の中央部 C14区画に位置する。検出面は、アカホヤ火山灰 (基本土層Ⅱ層)下位の褐色土層 (基本土層Ⅳ

層)上面で確認され、平面形は長軸 16m、 短軸 08mの不整楕円形で、深さは 02mを測る。遺物は縄文時代早

期と思われる土器が数点出土したが、小片のため図示しなかった。

SC03(図 1-7)
2区の中央部 B14区画に位置する。検出面は、アカホヤ火山灰 (基本土層Ⅱ層)下位の褐色土層 (基本土層Ⅳ層)

上面で確認され、平面形は長軸 1.5m、 短軸 09mの不整楕円形で、深さは 0.2mを測る。遺物は出土しなかった。

不明遺構

SX01(図 1-7)
1区の南端 B9区画に位置する。検出面は、アカホヤ火山灰 (基本土層Ⅱ層)下位の褐色土層 (基本土層Ⅳ層)

上面で確認され、平面形は長軸 2.3m、 短車由07m+α で、東西が調査区外へと拡がるため形状は不明である。深

さは 0.6mを測る。遺物は縄文時代早期の岩本式の国縁部及び底部が出土した。

SX01出土遺物 (図 1-7)
1の口唇部には不明瞭ながら刻みが観察され、口縁部には貝刺突を施す。内外面ともに丁寧なナデが行われる。

2は平底の底部で、内外面及び底部・内底部ともに丁寧なナデ調整が行われる。

包含層出土遺物

二原遺跡 1区・ 2区出土土器 (図 1-8・ 9)

I類 (3)1点のみの出土で、直線気味に立ち上がる国縁部に小型の貝を利用した貝殻殻表圧痕文が観察される。
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二原遺跡 1区 。2区
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図1-9 二原遺跡1区 。2区出土遺物2(1/3)

Ⅱ類 (4)日縁部外面及び口唇部に刺突を施文するもので、 4の内外面には丁寧なナデ調整がなされる。口縁

部内面は摘み上げるように口唇部に向かって斜めに傾斜する。

ⅢA類 (5)口縁部外面に2段の刺突を行うもので、 5の内外面は丁寧なナデ調整がなされる。

ⅢB類 (6～ 13)口縁部外面に 1段の刺突を施文するもの。 6は器面が荒れており不鮮明であるが、日縁部

を若干肥厚させている可能性がある。 7～ 13は外面に貝殻条痕調整を顕著に残している。 12は口唇部を平坦

になるよう面取りが観察される。

Ⅳ類 (14～ 16)押型文土器で、 14。 15は山形押型文を施文するもので、小破片のため傾きは不明である。

16は楕円押型文である。

V類 (17・ 18)外反気味に立ち上がる国縁部から頸部にかけて数条の突帯を廻らし、その突帯部分を刻むもの

である。18は国唇部にも刺突が観察され、内面は丁寧なナデ調整がなされる。17・ 18は同一個体の可能性がある。

Ⅵ類 (19～ 21)縄文を施文するもので、内面はナデ調整である。

Ⅶ類 (22)外面に沈線文で施文するもので、数条の沈線を組み合わせた文様が施文されている。内面はナデ調整。

Ⅷ類 (23)内外面ナデ調整のもの。

Ⅸ類 (24・ 25)外面に貝殻条痕調整が顕著に認められる胴部破片を纏めた。ⅢB類の胴部破片と考えられる。

X類 (26)底部。26は外面に斜方向の貝殻条痕調整が認められる。

二原遺跡 1区 。2区出土石器 (図 1-10。 11)

細石核 (27)黒曜岩を用いた細石核で、アカホヤ火山灰層下位の縄文時代遺物包含層より1点出土した。

細石刃 (28～ 31)アカホヤ火山灰層下位の縄文時代遺物包含層から出土したものである。黒曜岩製。

石鏃 (32～ 38)32は正三角形を呈するもので、快りはほとんど認められない。34～ 38は二等辺三角形を

呈するもので、34～ 36・ 38は基部の挟りが浅いのに対して、37は深く快る。

削器 (39。 40。 43)39。 40は剥片の縁辺部を加工したもので、ともに黒曜岩を用いている。43は砂岩の剥

片の縁辺部を加工したものである。



第 3章

~      28

―

瞼

―

□   

一

圏

―

]

△       29      -       30

母

３‐

ａ

　
（

一

ｇ

４０

聯

今

料
◇
　
　
　
　
　
　
◇

′
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

０

　

　

　

～

　

　

汁

一

～

　

　

　

～

　

　

　

―

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

〆
Ⅷ

畳

３９

⇔

＆

⇔

鯵

｛

Ａ

３５

代
‐‐十
四
日
‐‐Ｉ
Ψ

|

|

h―
―

0

⇔

図 110 二原遺跡 1区・ 2区出土遺物 3(1/1)



二原遺跡 1区 。2区

0                        10cm

図 1-11 二原遺跡 1区・ 2区出土遺物 4(1/3)

石匙 (41)411ま黒曜岩を用いた横長の石匙で、両端が欠損する。

石核 (42)42は打面展開を繰り返した黒曜岩の残核である。

環状石器 (44)中央部の孔は人為的なものではないと思われ、縁辺部にも刃部を形成したような加工は見受

けられない。図示した 1点のみの出土である。

磨石・敲石 (45～ 47)46は磨石で両面に摩減痕が観察される。47は扁平な棒状の磨石で両面に摩滅痕が観

表 1-1 二原遺跡出土黒曜岩の分類

推定産地

透明度が低く、細かな気泡状の不純物が多量に含まれ、光沢のある灰白色。 桑ノ木津留群 :分析201003・ 07に類似

桑ノ木津留群 :分析201004,06・ 09に類似透明度が低く、光に透かすと薄墨色を呈する。

大口日東群 ;分析201001に類似黒曜岩Ⅱ 透明度がは 、不純物が多く含ま″勇。

黒曜岩Ⅲ 灰白色で透明度が低いもの。 姫島

透明度が高く、光に透かすと淡茶色、不純物をほとルど含まないものがある一

方、細かな気泡状の1不純物が含まれ、透明度が若干低いものも含まれる。
桑ノ木津留群 :

分析201002・ 05・ 09■0に類似

７
／

１

ヤ

式

青灰色で不純物が少ないもの 西北九州
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図 1-12 二原遺跡 1区・ 2区縄文土器出上分布図 (1/300)
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図 1-13 二原遺跡 1区・ 2区器種別石器出土分布図 (1/300)
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■ 黒曜岩 Ⅲ類 (姫島)

▲ 黒曜岩IV類 (西北九州産 )
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図 +14 二原遺跡 1区 。2区石材別石器出上分布図 (1/300)
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三原遺跡 1区 。2-区

察される他、小口側面には敲打痕のような細かな剥離も認められることから敲石として利用
.さ
れた可能性もあ

る。        |
石皿,(43)片1而のみに摩滅痕が認められ、石皿として利用されたものと考えられる。

遺物番号 出J宝置 翻
維

謝 貨(cml
調整 色調 備考

日径 藤篠 器高

1 1区 SX01 縄文主器
爆

外iナデ●景則衆
内,テデ 微i解錫覇

2 1区 SX01
縄真土器
深鉢

外

内
景祭庚→ナデ
ナデ 徳写習饂 潮

B 2区 C14 編墓巖器
外!ナデi貝刺突
内|すデ

外れ制篤 体 盛鞘`澄
内巧YR5/8明赤褐

2区 Ы2
縄文錦
深鉾

Ⅲiナデ→刺突
な:ナデ

外
=10マ
R5/4にぶい黄褐

内110YR5/4t二部 黄`褐

1区 B10
縄文土器
騨

牛:ナデ→刺突
:ヽナデ

外■漁73にぶい赤褐
内15YR4たにぶい赤褐

2区 C14
網ま上器
麟

41ナヂ→刺突
:ヽナデ 禽i棚鐵

1区 B4
縄
諏 輛縛

剖楽 鋒H鵜催辞朝`

1区 B4 継 端
麟

外

山
貝桑衰→組炎
員条痕

外7 5YR5/4にぶい掲
内ヤ15YR5/1にぶい褐

1優E E4
縄文上器
麟

ホ:員条痕→刺突
社員1条痕

舛づ森74に基 く赤褐
内蝉 明赤褐

1区 B4
縄支土器
鶏

牛

勺
景粂茂→刺突
ナデ

牛17,sΨ疇/2黒褐|

村10YR6/4にがい煮橙

11 郎二〇16 甥麟
炸景条療→貝刺英
内:ナデ

半15VR5/41こがぃ赤褐
村巧YR5/4にぶい赤褐

12 2区 B16 編
艤
器 舞深舞攣 薙:謡瑯躾銚昂蜀

1区 B9
靭
期

外:景条痕→刺突
内:莉雛

牛:AOYR3/2翻
角:10YR4/嫉糞協

鬱区C13 端
鉢
緻
深 鮨事誓

押型文鱗方0 中71鮮R6/4にぶい獲
村■5YR6/4に祭ヤ

ー
澄

2区 El傷
鮫 鉾
深鉢

外:山形押型文罐方向)
内:ナデ

粘5YR5/4にぶい赤褐
村,loYR5/4に ♯い黄褐

lEおな
縄文土器
騨

外:精口押型文(僚方向)
あ|ナデ

外0はVⅢ学岳い亦褐
内・5YR4/4にぶ▼跡褐

1区 B10 岬麟
外:ナデ→刻日央常求
内,ナデ

Ⅲi10YR4/3■勲渡脅
舟!ЮYR4/2灰熱

1区 39 縄譲蘇
器 外

内手票
‐刻目突構文 絡M蹴 韓

1区 B9 儒議議警
外:縄文
内:ナデ

外:7rttR6/4にぶい構
内f5YR5/31撃 →い概

20 1区 B10 齢離
緻
ガ
外

内
外:″醐 熊ぶい褐
内
=!5YR3/瀞

,|

21 1区 ,10
縄文上器
麟

外:縄文
内:ナデ

刻に,OYR6/4にお■■朝建
内:10YR3/3暗褐

″ 夕匡こBll
緻 鍔

紳
外:ナデⅢ沈線
内:チデ

外119YR6/3に ぶい黄鸞
内■倍R3/8ea

23 2区 C13 得義謙守
外:ナデ
内:ナデ 鋒繋解ぶぃ麹

24 2区 B12 縄支土器 i
藩 徳魏 サデ

外:7鵡■4に歳 唱
内:7ぶミs/4にぶい褐

25 1区 B4
縄文土器

麟

外

白
貝線
貫条痕→ナデ

外■OYR7税趣鈍 黄ヽ褐
内:10VR5/4にぶい黄褐

26 2区 013
縄支上器

騨  |

I欲 81
牛:貫条痕→ナデ
れ:すデ

外■OYR6/4にぶい黄橙
内JoYR4″尿黄褐

20
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遺物番号 出上位置 1器種 石 材

維         (anJ

重量 毯) 艤

藩 ほ 犀さ

27 1区 B8 細石核 黒彊岩 19.5 17.5 7お

28 1区 細石刃 黒曜岩 4● α l

29 k区 ItR石力 緞 1,

30 1区 組石刃 黒曜岩 1お

31 1区 細石刃 黒曜措 Sや 20

32 1区 E10 石鏃 黒曜岩 145 i5 9→

33 1区 BIO 石鏃 鶉 21, 160 0穂

34 1区 B7 石嫉 黒曜岩 13お &5 1併 6

35 ltt B9 石鏃 黒曜岩 18う キ即部欠損

36 1区 BlG 石鏃 玉髄 1010 ao

37 1区 B8 石鏃 黒曜岩
-28   0

205 1■ 片崩暗V(惧

鶴 2区 E16 石鏃 チヤ‐ト 3Cli5 1lЮ

39 2区 C15 削器 暴曜岩 2償0 12Ю

40 2医 015 削器 黒曜岩 2dむ と25

2区 B12 石匙 緞 la5 両端都欠損

42 Itt B9 石核 暴曜岩 23,5 風_5 2515 Idl 風化著しい

2区 B12 着峰 鵬 80,0 12215 24010

44 1区 B10 環状石器 砂岩 785 67:5 ∞,0

45 2区 B13 敏石 磐 605 40,0 磁 5

40 I区
―
B8 層 石 砂岩 一躙 1は0 69_O 10鶴(6

1区 38 敲石1磨石 砂岩 145 495 25,0 321.7

48 2区
=E

石皿 砂岩 1780 137.5 047.1



二原遺跡 1区・ 2区

第 土早 まとめ

今回の調査では、縄文時代早期の集石遺構が 9基確認され、掘り込みの有無や構成礫の密集度の違いなどの形

態差が観察されている (表 14)。 集石遺構に伴う遺物が出土していなぃため、具体的な時期を限定するのは難し

いが、 1区の中央部で確認された S101・ 04は、黒褐色土層 (基本土層Ⅲ層)中の下部で検出され、付近からは

縄文時代早期前葉の前平式が出土している。これに対して、 1区の北側で確認された S102・ 03・ 05・ 06・ 07は、

黒褐色土層 (基本土層Ⅲ層)中の上部で検出され、集石遺構を取り除いた黒褐色土層 (基本土層Ⅲ層)中の下部

より前平式が出土した。このことにより、 1区で検出した 7基の集石遺構の内、SЮ l・ 04は縄文時代早期前葉
の前平式段階、それ以外に関しては、前平式段階以降の縄文時代早期の遺構であると考えられる。

遺物に関しては、 2区の中央部より縄文時代草創期と考えられる貝殻表圧痕文を施す土器が出土した。小林市

内ではこれまで縄文時代草創期の遺物は出土しておらず、今回の発掘調査により初めてその存在が確認された (註

1)。 縄文時代早期の遺物では、早期前葉の前平式の出土が多く主体を占めていた。ほとんどのものが平口縁であ

るが、13は波状口縁となる可能性がある。なお胴部に文様を施文するものや角筒土器は出土していない。石器に

関しては、アカホヤ火山灰層下位の縄文時代遺物包含層中より、黒曜岩製の細石核や細石刃が出土している。こ

の細石核 (27)と縄文時代草創期土器 (3)と の分布は離れており、直接の関係性はないものと思われるが、付

近に細石刃核を伴う集落遺跡が存在する可能性ある。剥片石器石材は黒曜岩製のものが多く、玉髄やチャートな

ども少量出土した。黒曜岩の産地に関しては、自然化学分析の結果を参考にすると、桑ノ木津留産が最も多く、

姫島産や西北九州産の黒曜岩も確認された。

今回の二原遺跡 1区・ 2区の発掘調査では、狭く限られた調査範囲であったが、縄文時代早期の集落遺構をは

じめ、小林市において初例となる縄文時代草創期の土器が出土するなど多くの成果を得ることできた。

註 1 平成 22年 3月 に実施した小林市野尻町三ケ野山字西原所在の西原遺跡の確認調査において、小林軽石層直上の黄褐色土層 (小林軽石を多量に含む)よ り無
文土器が出土している。出土層位から縄文時代草創期の可能性が高いものと考えられる。

参考文献

上杉彰紀・深野信之 2004「前平式上器および志風頭式土器の検討」『南九州縄文通信 No 15』 南九州縄文研究会

山下大輔 2009「南九郷の押型文土器編年に関する一考察J『南の縄文・地域文化論考上巻y南九州縄文研究会・新東晃一代表還暦記念論文集刊行会
山下大輔編 2010『荻ケ久保第 1遺跡』都城市文化財調査報告書第 97集 都城市教育委員会

表 14 集石遺構観察表

「
~~~~~~~ 1瓦

万
遺構名
|

集石規模
(m)

|

S101 1 黒褐色土層下部

S102 1 黒褐色土層上部  1 1.9× 0,8■ α

有 隆重填情争取り除いた下より前

思われる胴部

3

17× 1.7

S105 1 黒褐色土層上部

S106 1 黒褐色土層上部

理とJ員蟹翌覧型J_ザ Fi8

09× 08



第 5章

第 5章 二原地区発掘調査事業に伴う自然科学分析
株式会社 古環境研究所

第 1節 蛍光 X線分析 (黒曜石の産地推定 )

1 はじめに

物質にX線を照射すると、その物質を構成している元素に固有のエネルギー (蛍光X線)が放出され、この蛍

光X線を分光して波長と強度を測定することで、物質に含まれる元素の種類と量を調べることができる。この方

法を用いて、指標となる特定の元素の検出パターンの比較から石器 (黒曜石など)の産地推定や土器 (須恵器 /d― ど)

の生産地推定が行われている。この方法は、石器や土器などの貴重な考古遺物を非破壊で分析することができる

が、表面が汚れたものや風化したものは正確な測定ができない。

2 試料
試料は、二原遺跡 1区から出上した黒曜石 10点 (201001～ 201010)で ある。試料の詳細を表 15に示す。

3 分析方法
(1)測定法

試料を超音波洗浄器で洗浄した後、エネルギー分散型蛍光X線分析装置 (EDX,セイコーインスツルメンツ卓

上型蛍光 X線分析計,SEA-2110L)を 用いて測定を行った。ttI定の条件は、マイラーフィルム使用、測定時間

240秒、照射径 10mm、 管電圧 50kAr、 試料室内真空、管電流自動設定、Si(Lり 半導体検出器である。

測定元素は、Al(アルミニウム)、 Si(ケイ素)、 K(カ リウム)、 Ca(カ ルシウム)、 Tl(チタン)、 Mn(マンガン)、
Fe(鉄)、 Rb(ル ビジウム)、 Sr(ス トロンチウム)、 Y(イ ットリウム)、 Zr(ジルコニウム)の 11元素である。

(2)産地推定法

1)判別図法

蛍光X線強度から算出した産地推定の指標を二次元プロットし、原石と試料の領域を比較することにより産地

推定を行う方法で、視覚的に確認できてわかりやすい方法である。図 115は横軸に Rb分率(Rb強度× 100/A)、

縦軸にMn強度× 100/Fe強度、図 116は横軸にSr分率 (Sr強度× 100/A)、縦軸にlo8(Fe強度 /K強度 )をプロッ

トしたものである。なお、A=Rb強度 +Sr強度十Y強度十Zr強度である。
2)半 J丹Jう)内蕉

判別図法による産地推定結果を確実にするため、多変量解析の判別分析を行った。これは、原石の各産地群の

中心と個々の試料の類似度をマハラノビス距離として算出し、各産地に属する確率を計算する方法である。既知

の産地のどれに類似しているかを判別する方法であり、未知の産地の判別はできない。

表 15の第 1候補産地と第 2候補産地は、判別分析により推定された産地の第 1候補と第 2候補である。判別

群は候補産地記号 (判別図法による産地と通常は一致)、 距離は試料から候補産地までのマハラノビス距離 (値が

小さいほど候補産地と類似性が高い)、確率は試料が候補産地に属する確率 (1に近いほど類似性が高い)である。

4 結果および考察
二原遺跡 1区から出土した黒曜石 10点 (201001～ 201010)とこついて蛍光X線分析による産地推定を行っ

た。その結果、201001の 1点は大国日東群、201002～ 201010の 9点は人吉桑ノ木津留群と推定された。なお、

判別図 2において 201003と 201009の 2点が原石の人吉桑ノ木津留群 (HYKK群)よ り下にプロットされてい



二原遺跡 1区 。2区

るが、これは石器表面の風化によるものと思われる。

文献

望月明彦 (1999)蛍光X線分析による綾瀬市報恩寺遺跡出上の黒曜石製石器の産地推定 綾瀬市史研究, 6,pl 12
望月明彦 (2002)黒耀石分析科学の現状と展望 黒耀石文化研究創刊号 明治大学人文科学研究所,p95102
望月明彦 (2004)用

「
1大河内遺跡出上黒曜石の産地推定 用田大河内違跡 かながわ考古学財団調査報告, 167,p511517
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表 15 二原遺跡出土黒曜石の産地推定結果

分析器号 調査名 出上位置
凶

群

判別分析

推定た地窮 1候補産地 第 2催補賂 ll,
半隅 I群 H二周艇 Ft:'ネ

201001 KMSH     50 38 (口 日丈 群

X    lll1 211 入背 議 ノ太産 常 漑

201003 庫】腎拗ヽ Nn 105 HYKK     7 50 0000 AX     184 82 人吉4ノ 大津留辮

201004 原拇跡 区 Nlj 38 HYKK     O.73 0000 152 89 た吉楽 ノ未迎留 rr

lra協 魯 + た吉発 ノ木ユV留群

里協 侮十 0000 た■と ノ衆鹿靱 Tr

201007 襲栖 t・ 十 HVKK     8 78 AX     147 36

201008 折〔澱 VvAN 〔玉 IIYKK     2 25 0000 AX     163 29 人普盗 ノ未た rit71群

201009 fll捌魯 + AX     132 54 人吉築 ノ木 lrr留群

戦協 44+ 71

獅①
　
抑⑬
鮮

，
　
　
　
オ
御

rrttSSFD

B簿 o● 燭‐攀亀Ⅲ■

上子ガffVKV

O
平木墳IXPX

RbX10011RbtSrtV4Zけ

「「万罹藪誦顧覇圃 ___
図 115 黒曜石産地の判別図 1

201005           201006            201007      201008     201009

図 117 分析言式料

r//12oo″ o

″だSS2

加 帥 O

図 116 黒曜石産地の判別図2

201001 201002        201003       201004 201010
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第 2節 樹種同定
1 はじめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴から樹種の同定が可能でみる。

木材は花粉などの微化石と比較して移動性が小さいことから、比較的近隣の森林植生の推定が可能であり、遺跡

から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

2 試料
試料は、各遺構から採取された炭化材 5点 (2010H～ 201015)で ある。試料の詳細を表 16に示す。

3 方法
試料を割折して新鮮な横断面 (木日と同義)、放射断面 (柾日)、接線断面 (板日)の基本三断面の切片を作製し、

落射顕微鏡によって 50～ 1000倍で観察した。同定は、解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

4 結果
表 16に結果を示し、以下に同定根拠となった特徴を記す。

コナラ属コナラ節 QuercuS Sect,Prinus ブナ科 写真 1・ 2・ 3
横断面 :年輪のはじめに大型の道管が、 1～数列配列する環孔材である。晩材部では薄壁で角張った河ヽ道管が、

火炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よリコナラ属コナラ節に同定される。コナラ属コナラ節にはカシワ、コナラ、ナラガシワ、ミズナ

ラがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉高木で、高さ 15m、 径 60cmぐ らいに達する。材は強

靭で弾力に富み、建築材などに用いられる。

5 所見
樹種同定の結果、各遺構から採取された炭化材 5点は、いずれもコナラ属コナラ節と同定された。コナラ属コ

ナラ節は、温帯を中心に広く分布する落葉高木で、日当たりの良い山野に生育する。ここでは、二次林要素でも

あるコナラや暖温帯性のナラガシワなどが考えられる。

文献

島地謙・佐イ白浩。原田浩・塩倉高義・石田茂雄・重松頼生。須藤彰司 (1985)木材の構造 文永堂出版,290p
島地謙・伊東隆夫 (1988)日 本の遺跡出土木製品総覧 雄山閣,296p
山田昌久 (1993)日 本列島における木質遺物出土遺跡文献集成―用材から見た人間・植物関係史 植生史研究特別 1号 植生史研究会,242P
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表 1-6 二原遺跡における樹種同定結果

分析番号  地区名 遺構 結果 (学名/和名 )
201011

201012

201013

201014

201015

1区

1区

1区

1区

1区

S101

S102

S104

S104

SP01

σ
"9rC郷

9"erttS

2"9rCtrd

σ″
grCtrd

2,CrCVd

sect,P廟郷  ヨナラ属ヨナラ節
sect.P崩卵  ヨナラ属ヨナラ節
sect.P助盗  ヨナラ属ヨナラ節
sed,Pri4熔   ヨナラ属コナラ節
sect.Prip熔  ヨナラ属コナラ節

横断面 ““““““■:0価
1 201012 コナラ属ヨナラ節

横断面 ““““““日:0 4HuI
2 201014 コナラ属コナラ節

横断面 ““““““■:0価   放射断面““““““■:0 2Hur  接線断面

―
3 201015 コナラ属コナラ節

図 +18 三原遺跡 1区 。2区における樹種同定顕微鏡写真

放射断面““““““
巨:0 2mn 接線断面ローH中““

B:0 2mn

放射断面
““““““

日:0 2HdI 接線断面““
―中H“日:0 2JH

放射断面
““““““

■:0 2Hur 接線断面
“““
口H“■:0 2mn
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宮地遺跡 1区
村立中央保育園改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

例言

本報告は、村立保育園改築工事に伴い須木村教育委員会が平成 10年度に実施した小林市須木中原字上ノ原所

在の宮地遺跡 1区の発掘調査報告書である。

発掘調査は、須木村教育委員会が調査主体となり実施した。

宮地遺跡 1区の現地調査から報告書作成までの作業に従事したものは下記のとおりである。

発掘作業

遺構実測・写真撮影 :柏野勝重

空中写真撮影 :株式会社スカイサーベイ

遺物整理 :内畠万喜 下野やす子
遺物実測 :下野やす子 ジパング・サーベイ
製図 (デジタルトレース):内 畠万喜                  
遺物写真撮影及び加工 :内畠万喜

本報告の執筆については秦広之が行った。

遺物の色調は『新版標準土色帖』 (農林水産省農林水産技術会議事務局監修)を参考にした。

本報告で使用した方位は座標北である。

遺構の表記に使用した略号は以下のとおりである。

SA:竪穴住居



宮地遺跡 1区

第 1 調査の経過

第 1節 調査の経緯

平成 9年度に須木村保健福祉課による村立中央保育園の移転工事が計画されていた。開発予定地は、周知の埋

蔵文化財包蔵地「宮地遺跡J内であったため、平成 9年 8月 に宮崎県教育委員会が確認調査を実施した。調査の

結果、開発予定地内において弥生時代終末～古墳時代初頭の竪穴住居や縄文時代早期の焼礫群が確認されたため、

県教育委員会文化課と村教育委員会で遺跡の取り扱いについて協議を行い、村立保育園予定地 3,000∬ の内、工

事によって破壊が予想される 1,500� について本発掘調査を実施することになった。

現地発掘調査は、村保健福祉課の委託を受けた村教育委員会が、平成 10年 5月 6日から同年 8月 12日 まで実

施した。報告書刊行に向けた整理作業は、平成 22年度に小林市教育委員会が実施した。

立早

第 2節 調査組織

平成 10年度の組織 (発掘調査実施年度)

調査主体 須木村教育委員会
調査協力 宮崎県教育委員会

宮崎県埋蔵文化財センター

須木村教育委員会

教育長    長嶺護
教育総務課長 田中宗史
生涯学習課長補佐 栗原一夫
調査担当 嘱託 柏野勝重 (発掘調査)

平成 22年度の組織 (報告書刊行年度)

小林市教育委員会

教育長

社会教育課長

社会教育主幹

庶務担当   主査
調査担当 主任技師

委託職員

佐藤勝美

大角良弘

芹田直茂

天辰より子

加藤義和

増谷理絵

秦広之

(文化財担当)

第 2章 遺跡の立地と環境

宮地遺跡は蛇行を繰り返しながら南東へ流れる本庄川の左岸に位置し、大年嶽から派生する丘陵の裾野に立地

する。標高は 384m前後で、本庄川と遺跡の立地する丘陵の間には水田が広がる。遺跡から東 400mの位置には、

10基の地下式横穴墓を検出した上ノ原地下式横穴墓群、隣接して縄文時代早期の集石遺構や古墳時代の竪穴住居

を検出した大年谷遺跡などが所在する。宮地遺跡から北 700mには、縄文時代から中世の遺物が出土した上床遺

跡が存在し、南東 800mには古墳時代の土師器が出土した尾殿遺跡が所在する。なお尾殿遺跡から発見された完

形の土師器壺は小林市指定文化財に指定されている。

参考文献

岩永哲夫編 1992『大年谷遺跡』須木村文化財調査報告書第 1集 須木村教育委員会
須木村教育委員会編 1994『須木村遺跡詳細分布調査報告書』須木村文化財調査報告書第 2集 須木村教育委員会
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第 3章 宮地遺跡 1区の成果

第 1節 宮地遺跡 1区の調査概要 (図 2-2・ 3)

宮地遺跡 1区は、本庄川の左岸、標高 384m前後に位置する。発掘調査は、平成 10年 5月 7日 に表土を重機

によって掘削することから始め、同年 8月 12日 まで約 3ケ 月間実施した。遺構の検出はアカホヤ火山灰層上面

で行い、弥生時代後期から古墳時代初頭と考えられる竪穴住居を 4棟検出したほか、調査区西側では北西一南東

方向へ延びる溝状遺構及び周辺より小穴を多数確認している。この溝状遺構及び小穴についての所産時期は不明

である。アカホヤ火山灰層下位の調査では、茶褐色土層 (第 5層)よ り縄文時代早期の上器や石器が出土したほか、

調査区西側では熱を受けたと思われる赤化した礫群が確認され、集石遺構を 2基検出した。

第 2節 第 1面 (アカホヤ火山灰層上面)の調査
竪穴住居

SA01(図 2-4)                                 4
SA01は調査区の南端に位置し、アカホヤ火山灰層上面で検出した。平面形は、長軸 53m、 短軸 47mの方形で、

深さ 05mを測る。床面は平坦で、中央部に主柱穴と考えられる小穴を 2基確認した。遺物は縄文土器及び古墳

時代前期の土師器が出土している。

図 2-1 宮地遺跡 1区調査位置図 (1/5000)
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1表土
2黒色土層
3黄橋色土層 (アカホヤ火山灰層)
4黒褐色土層 (土器・石器多く含む)
S茶褐色土層 lL器・石器多く含む)
6茶褐色土層
7明黄褐色土層

図23 宮地遺跡1区南壁土層図 (1/40)

SA01出土遺物 (図 2-6)
1・ 2は日縁部付近に 2条の刻目突帯文を持つ土器であり、縄文時代早期末の西之薗式の可能性がある。 3・

4は太目の突帯に刻みを施すもので、刻み部分には布目の痕跡が確認される。 5は頸部から口縁部にかけて外反

する甕で、胎土に2mm程の砂礫を多く含む。 6は日縁部が外反する甕。 7は外反する口縁部の内外面に赤色顔
料が塗布されている壷。 8。 9は高不である。 10。 11は平底の底部である。

SA02(図 2-4)
SA02は調査区の東端に位置し、アカホヤ火山灰層上面で検出した。平面形は大部分が調査区外へと延びるた

め判然としないが、方形もしくは不整方形となる可能性がある。確認できる部分では長軸 4.7m、 深さ 0.2mを測

る。遺物は、弥生土器及び古墳時代の上師器と思われる小片が少量出土しているが、図示できるものはなかった。

SA03(図 2-5)
SA03は調査区の東端に位置し、アカホヤ火山灰層上面で検出した。隣接するsA02と 同様に、この遺構の大

部分が調査区外へと延び判然としないが、確認できる部分の長軸は 3.2mtt α、短軸は 2.3mtt αで、平面形は方

形となる可能性が高い。深さは0.2mを測る。床面は平坦で、西側の壁に沿って壁溝が確認された。なお、南側

に 10～ 1.3m程の円形の上坑が隣接するが、SA03との関連は不明である。遺物は、弥生土器及び古墳時代の土

師器と思われるJヽ片が少量出土しているが、図示できるものはなかった。



宮地遺跡 1区
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図 2‐6 宮地遺跡 1区 SA01'04竪穴住居出土遺物 (1/3)
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SA04(図 2-5)
SA04は調査区の西端に位置し、アカホヤ火山灰層上面で検出した。平面形は長軸 50m、 短軸 45m+α の方

形で、深さ 04mを測る。床面は平坦で、柱穴と考えられる小穴が 5基確認され、中央部には床面を浅く掘り窪

め設置された埋甕が確認された。埋土中には炭化物が多く含まれることから焼失住居の可能性が高く、その分布

は SA04中央部から遺構外の北東側周辺に顕著に認められ、倒壊方向を示している可能性がある。遺物は埋甕の

他に古墳時代の土師器が少量出土した。

SA04出土遺物 (図 2-6)
12は太目の突帯に刻みを施すもので、刻目には布目疫が認められる。床面中央部の埋甕付近から出土した。

13は床面中央部から出土した埋甕である。頸部より上部を打ち欠いたように欠損している。内外面にはケズリの

痕跡が観察される。胴部には煤が多量に付着しているが、底部及び胴部上半には煤は付着していない。底部は丸

底である。

第 3節 第 2面 (縄文時代遺物包含層)の調査

集石遺構

宮地遺跡 1区からは、 2基の集石遺構を検出している。いずれも調査区の西北隅で隣接する状態で確認された。

この 2基の集石遺構を確認した周辺には、集石遺構の構成礫と考えられる熱を受けた痕跡を持つ礫が多数出土し

ているが、確認された2基の集石遺構の他には有機的な纏まりを持つものを確認することはできなかった。

SЮ l(図 2-7)
S101は、調査区の北西隅で確認され、長勒 12m、 短軸 0,7mの範囲に集中する。礫の検出レベルはほば水平

であり、一部に熱を受けたと考えられる赤化したものが認められた。この遺構の周辺からは縄文時代早期の山形

押型文が出土した。

赤化

S101 S102

の

一

回 E麹 回  画  回回固  
回

lm

図 2-7  5101 ・02集石遺構  (1/20)

回

回
回 回 回

♂



宮地遺跡 1区

S102(図 2-7)
SЮ 2は、調査区の北西隅で確認され、05～ 06mの範囲に集中する小規模な集石遺構である。熱を受けたと

考えられる赤化した礫も認められる。この遺構に伴う掘り込み及び遺物は確認されなかった。

縄文時代包含層出土遺物

土器 (図 2-8。 9)   ヤ

I類 (14～ 20)回縁部が外反し、胴部がやや張る器形になるものと思われる。外面及び口縁部内面には小

粒の楕円押型文が施文され、外面は縦方向、国縁部内面には横方向に回転させる。調査区の西側に分布する。

Ⅱ類 (21～ 29)山形押型文を施文するもの。21は日縁部が直行気味に立ち上がるもので、外面に小粒な山

形押型文を施文するが、内面は無文である。22～ 24は国縁部が外反気味に立ち上がる器形で、外面は横方向

の幅広な山形押型文、内面には縦方向の幅広な山形押型文を施文する。29は重形の器形で、口縁部から頸部に

かけて縦方向の山形押型文を施文する。出土位置は、壼形土器が調査区中央部、それ以外は S101周辺から出

土した。

Ⅲ類 (30～ 32)縦方向に施文する幅広な山形押型文の一部が菱形状になるもの。30は胴部で「く」の字に屈

曲する器形である。調査区東側で出土した。

Ⅳ類 (33～ 39)微隆起線文で描出されるもので、33の外面は斜方向、内面口縁部は横方向に施文される。

34は外面のみに斜方向に施文され、内面はナデ調整。39は「く」の字に屈曲する胴部で、屈曲部以下はナデ

調整となる。調査区東側で出土した。

V類 (40・ 41)櫛歯状の工具で浅く施文された条線文を描出するもので、屈曲する胴部から口縁部に向かっ

て大きく外反しながら立ち上がる器形になるものと思われる。40はやや蛇行気味に施文し、41は鋸歯状の文

様を描出する。調査区東側から出土した。

Ⅵ類 (42・ 43)縄文を施文する胴部破片で、調査区中央部より出土した。

Ⅶ類 (44・ 45)変形撚糸文を施文するもの。

Ⅷ類 (46)外反する国縁部に、数条の貝殻腹縁刺突文を施文する。調査区西側から出土した。

Ⅸ類 (47)厚手の無文土器。調査区西側で出土した。

X類 (48)底部破片で、緩やかな上げ底となる。

石器 (図 2-9)

石鏃 (49～ 54)49～ 51は正三角形に近いもので、基部の狭りは浅い。51はやや湾曲気味もしくは五角形

気味に縁辺部を形成する。52～ 54は二等辺三角形に近い形状で、基部の快りは深い。53は縁辺部を鋸歯状

に形成する。

削器 (55)黒曜岩の剥片の縁辺部を加工して形成したもの。

異形石器 (56)白色のチャート剥片の縁辺部を加工して形成され、上端は丸みを帯び、基部には快りを入れて

脚部を作り出す。トロトロ石器と呼称される資料で、調査区西側から 1点のみ出土した。
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宮地遺跡 1区

表 2-1 宮地遺跡 1区出土遺物観察表 (土器)

遺物番号 出土位置
別

種

種

器

寸法(cm)
調 整 色調 備 考

口径 底 径 器高

弥生土器

整

外:ナデ・刻 目突帯文

内:ナデ

外:5YR4/3に ぶい赤褐
内:5YR3/2暗 赤褐

2 SA01
弥生土器

甕

外!ナデ・亥1日 突帯文
内:ナデ

外:5YR4/3に ぶい赤褐
内:5YR3/2暗 赤褐

3
弥生土器・土師署

甕

外 :亥 1目 突帯文・ナデ

内:ナデ

外9 5YR4/41こぶい赤褐
内ワ5YR4/6赤褐

4
弥生土器・土師彗

甕

外ツ ケヽ ロ・刻 目突帯文

内 :ハケロ

外ヤ5YR6/3にぶい褐
内ヤ5YR4/2灰褐

5 SA01
弥生土器・土AT14

甕

外 :ナデ

内 :ナデ

外おYR5/41こ ぶい赤褐
内ヤ5YR6/4にぶい橙

6 SA01
弥生土器・土師呈

奎

外 :ナデ

内:ナデ

外■OYR3/2黒褐
内■OYR5/31こ ぶい黄褐

7 SA01
弥生土器・土師器 外 :ミガキ

内 :ミガキ

外2 5YR4/6赤
内:2 5YR4/6赤

8 SA01
弥生土器・土師器

箋
(165)

外:ナデ
内:ナデ

外:7 5YR6/6橙

内:7 5YR76橙

9 SA01
弥生土器・土師器

甕

外 :ナデ

内 :ナデ

外:7 5YR6/41こ ぶい橙

内 :7 5YR7/4にぶい橙

SA01
弥生土器

底部
(102)

外:ナデ
内:ナデ

外:7 5YR6/4にぶい橙

内7 5YR4/2灰 褐

SA01
弥生土器・土師器

底部

外 :ナデ

内 :ナデ

外おYR5/3にぶい赤褐
内おYR2/2黒褐

12
土師器

変

外:ナデ→刻目突杵文
内:ナデ

外うYR4/3にぶい赤褐
内ヤ5YR4/4褐

13
土師器

甕

外 :ケズリ・ナデ

内:ケズリ

外おYR5/6明赤褐
内ヤ5YR6/4にぶい橙

西 区
縄文土器

深鉢

外 :精円押型文 (縦方向)

内:ナデ→精円押型文 (横方向)

外■OYR6/41こ ぶい黄橙

内25Y6/4に ぶい黄

15 西 区
縄文土器

深鉢

外 :楕円押型文 (縦方向)

内:ナデ→楕円押型文 (横方向)

外ヤ5VR 6/4に ぶい橙

内■OYR6/4にぶい黄橙

16 西 区
縄文土器

深鉢

外 :楕円押型文 (縦方向)
内:ナデ

外:10YR6/4に ぶい黄橙

内■OYR6/3にぶい黄橙

17 西 区
縄文土器

深鉢

外 :楕円押型文 (縦方向)

内:ナデ→楕円押型文 (杖方向)

外:10YR6/4に ぶい黄橙
内■OYPk6/4にぶい黄橙

18 西 区
縄文土器

深鉢

外!楕円押型文(縦方向)
れナデ

外:7 5YR5/41こぶい褐

内:7 5YR5/2灰 褐

19 束区
縄文土器

深鉢

朴:楕円押型文(縦方向)
:ヽナデ

外イ 5YR6/4にぶい橙
内イ 5YR4/8褐

西 区
縄文土器

深鉢

小:精円押型文 (縦方向 )

勺:ナデ

外イ 5YR6/4にぶい橙
内ヤ5YR3/3暗褐

21 西 区
縄文土器

深鉢

朴:山 形押型文 (横方向)
A:ナデ

外ヤ5YR5/3にぶい褐
内:5YR6/4に ぶい橙

22 西 区
縄文土器

深鉢

小:山形押型文 (横方向)

勺:ナデ→山形押型文 (縦方向)

外ヤ5YR5/4にぶい褐
内ヤ5YR6/4にぶい橙

西 区
縄文土器

深鉢

朴:山形押型文 (横方向

勺:山 形押型文 (縦方向

外:10VR5/2灰 黄褐

内:10YR5/31こ ぶい黄褐

西 区
縄文土器

深鉢

山形押型文 (横方向

山形押型文 (縦方向

外:10YR5/2灰 黄褐
内■OYR6/3にぶい黄褐

西 区
縄文土器

深鉢

外:山 形押型文 (横方向)

内:ナデ

外:10YR6/3に ぶい黄桂

内■OYR4/2灰黄褐

西 区
縄文土器

深鉢

山形押型文(横方向)
ナデ

外:7 5YR5/31こぶい褐
内■oYR5/3にぶい黄褐

西 区
縄文土器

深鉢

外

内
山形押型文(横方向)
ナデ

外7 5YR4/3褐
内■OYR6/4にぶい黄橙

西 区
縄文土器

深鉢

外

内
山形押型文(横方向)
ナデ

外:7 5YR6/41こ ぶい橙

内:7 5YR6/41こぶい橙

南区
縄文土器

壺

山形押型文(縦方向)
ナデ

外 :7 5YR6/41こ ぶい橙

内:7 5YR6/41こ ぶい橙

南区
縄文土器

深鉢

山形押型文(縦方向)
ナデ

外7 5YR4/8褐
内■OYR4/3にぶい黄褐

31 南 区
縄文土器

深鉢

外:山 形押型文 (縦方向)

内:ナデ

外

内

10YR4/2灰黄褐
10YR5/3にぶい黄褐

南区
縄文土器

深鉢

外

内
山形押型文 (縦方向)
ナデ

小:7 5YR6/41こ ぶヤヽ褐
狂 10YR6/4にぶい黄橙

南 区
縄文土器

深鉢

外:微隆起線文

内:微隆起線文

小:10YR3/2黒 褐

勺17 5YR4/34・B

南 区
縄文土器

深鉢

外

内
微隆起線文
ナデ

10YR5/2灰黄褐
10YR4/2灰黄褐

南区
縄文土器

深鉢

外:微隆起線文

内〔ナデ
中7 5YR5/41こ ぶヤヽ褐
狂7 5YR5/31こ ぶヤヽ褐

南 区
縄文土器

深鉢

外:微隆起線文

内:ナデ

壮7 5YR4/3褐

勺■OYR4/1褐灰

南区
縄文土器

深鉢

外

内
微隆起線文
ナデ

朴イ 5W寂 6/41こぶい橙

勺■OYR5/31こ ぶい黄褐
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表 2-1 1区出土還物観察表 (上絹

進物番号 出と位置 製
寸blcml

調整 {と二月訴電| 備考
口往 底径 器高

38 南区 繹議森
器 外縫 起線支

脱,デ
舛|■5YR6/4にど■澄
勺:7.5YR5/3trが ウ`褐

拇 南区
縄丈錦
鶏

外,微隆起繰芸
内チデ

十17.5YR5/4にぶ予鳩

～
イ1'44たり田局

40 南1区
緻 端
籍

外籍 薬
内
`ナ
デ
ー 薙&翻載鸞

南区 鶉辮
外:ナデ→条線文
内:すデ 紙―離 解

42 南区
解 器
麟

舛部駐文

為Ⅲテデ
|

件SYR6/4にぶい橙
再:6YR3/2暗 添栃

48 ・駆 弊
外:縄威
勾1ナデ

牛ヤ 5YR5/4に幾 褐ヽ
村1715YR5/4t韓効 褐`

甫区 弊
雅変形撚糸支
勺サデ

牛:25Ye/4に部 貴ヽ

～
■OVRG/3にぶい黄橙

45 東区
縄文土器
深鉢 特:弊 Ⅲ:10YRシ燦 褐

持:10YR3/2環鞘彗

46 西区
縄文撃

深鉢
杵:ナデ‐貝刺案
再:チデ

外:7:Ftty4暉 準ヽ
内:s協もれ,こ群い鶏

47 西区

―
縄束土器
1辮 本:チデ

再:ナデ 徳1紹覇Ⅷ
43 東区 r顧 時 す デ

再:ナデ
外:10YR7/4に 燕 難ゝ
内:10V蠣おア2夢〔募静島

表2-2 宮地遺跡1区出土遺物観察表 (石調

造物番号 出土地区 層柱 籐 勅

寸法 lmm)
重量 ③ 備考

長さ 幅 厚さ

49 西 区 打製石鏃 鶉 3E

30 西区 打製石錢 チャ‐ト 207 1■ 3

買区

'製

石嫉 チヤ‐―ト 120 2絶

一鬱 西 区 打製石鏃 無斑晶質安山岩 22.● 鶴 脚都矢損

53 南区 鱒 鏃 チャート 22.51 14■ 219 螂 欠捩

54 西極 打製石鏃 チャート 酪 4 5X 卿部欠損

55 南区 削 器 謡 273 15す0

56 西匡 異形石器(卜
'ト

ロ石器) チヤ‐ト 200 一蟄

r

41



宮地遺跡 1区

第 4章 まとめ

アカホヤ火山灰層上面においては、弥生時代終末～古墳時代前期頃の遺物が出土する竪穴住居を 4棟検出した。

いずれの竪穴住居も平面形は方形と考えられるが SA02・ 03に関しては、大部分が調査区外へと延びるため詳細

は不明である。調査区南東で検出した SA01は 中央部に主柱穴と考えられる2本の小穴が確認され、埋土中より

弥生時代終末～古墳時代初頭頃の遺物が出土した。竪穴住居床面中央部に一対 2本の小穴を配する事例は、市内

では細野に所在する水落遺跡で数棟確認されており、埋土中より弥生時代後期の遺物が出土し、平面形は隅丸方

形や不整円形を呈している。調査区北西で検出した SA04で は、床面中央部より埋甕が出土し、埋甕の付近より

古墳時代前期の甕が出土した。古墳時代の竪穴住居に埋甕を設置する事例は、市内では真方字餅田に所在する餅

田遺跡で確認されており、古墳時代後期の遺物が出土し、平面形は宮地遺跡 1区と同様に方形を呈する。

アカホヤ火山灰層下位の調査では、調査区の西側において熱を受け赤化した礫を伴う礫群が確認され、このう

ち礫の集中が著しいものを集石遺構と認定した。確認した集石遺構は、 2基ともに調査区の西端に位置し、付近

からは縄文時代早期の押型文土器が多数出土しており、これに近い時期の可能性がある。土器の分布は各類ごと

に纏まって出土しており、押型文土器である I類・Ⅱ類は調査区西部の礫群が認められる部分において出土した。

Ⅲ類・Ⅳ類の手向山式と考えられる土器は、調査区の東部から出土し、押型文土器とは分布が異なる。また櫛歯

状の条線を持つV類もⅢ・Ⅳ類と同様の場所から出土した。石器に関しては石鏃が多く出土する一方で、磨石・

石皿等の採集に関わる石器や石錘など漁労に関する石器は希薄であった。異形石器 (ト ロトロ石器)は 1点確認

され、押型文土器が分布する部分において出土した。

参考文献

小林市教育委員会編 1992『 水落遺跡』打ヽ林市文化財調査報告書第 5集

小林市教育委員会編 2001『市谷遺跡群』ガヽ林市文化財調査報告書第 13集

都城市教育委員会編 2010『萩ケ久保第 1遺跡』都城市文化財調査報告書第 97集

山下大輔 2009「南九州の押型文土器編年に関する一考察」『南の縄文・地域文化論考上巻』南九州縄文研究会 。新東晃一代表還暦記念論文集刊行会

横手浩二郎 1998「手向山式土器の細分と編年試案」『九州の押型文土器』九州縄文研究会
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宮地遺跡 2区
西諸広域消防須木分遺所に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

例言

本報告は、西諸広域消防須木分遺所改築工事に伴い須木村教育委員会が平成 11年度に実施した小林市須木中

原字上ノ原所在の宮地遺跡 2区の発掘調査報告書である。

発掘調査は、須木村教育委員会が調査主体となり実施した。

宮地遺跡 2区の現地調査から報告書作成までの作業に従事したものは下記のとおりである。

発掘作業

遺構実測 。写真撮影 :柏野勝重

空中写真撮影 :株式会社スカイサーベイ

遺物整理 :内畠万喜 下野やす子
遺物実測 :下野やす子

製図 (デジタルトレース):内畠万喜                  =
遺物写真撮影及び加工 :内畠万喜

本報告の執筆については秦広之が行った。

土層と遺物の色調は『新版標準土色帖』 (農林水産省農林水産技術会議事務局監修)を参考にした。

本報告で使用した方位は座標北である。

遺構の表記に使用した略号は以下のとおりである。

SA:竪穴住居 SB:土坑



宮地遺跡 2区

第 1 垂早 調査の経過

第 1節 調査の経緯

平成 11年度に西諸広域行政事務組合による西諸広域消防須木分遺所の改築工事が計画されていた。開発予定

地は、周知の埋蔵文化財包蔵地「宮地遺跡」内であり、平成 10年度に発掘調査が行われた宮地遺跡 1区の隣接

地であることから、確認調査を実施したところ竪穴住居等の遺構を確認したため、開発により破壊が予想される

63916正 について発掘調査を実施することになった。

現地発掘調査は、村教育委員会が平成 11年 9月 7日から同年 11月 1日 まで実施した。報告書刊行に向けた整

理作業は、平成 22年度に小林市教育委員会が実施した。

第 2節 調査組織

平成 11年度の組織 (発掘調査実施年度)

調査主体 須木村教育委員会
須木村教育委員会教育長 長嶺護

教育総務課長 安竹茂見
生涯学習課長補佐 坂本幹夫

平成 22年度の組織 (報告書刊行年度)

小林市教育委員会教育長 佐藤勝美
社会教育課長 大角良弘
社会教育主幹 芹田直茂

須木中学校

調査担当      嘱託 柏野勝重 (発掘調査)
調査指導 宮崎県教育庁文化課

天辰より子 (文化財担当)

庶務担当   主査 加藤義和
調査担当 主任主事 増谷理絵

委託職員 秦広之

酬
劾
冬
ミ
ヾ
＝
卍
助
終
陸
本
部
ｏ

図31 宮地遺跡 2区調査位置図 (1/5000)



第 2章

第 2章 宮地遺跡 2区の成果

第 1節 宮地遺跡 2区の調査概要 (図 3-2)

宮地遺跡 2区の発掘調査は、平成 11年 9月 7日から同年 11月 1日 まで行われた。調査を行うに際して、以前

存在した工場の整地層である表土を重機で除去し、地表下 05mで黒色土を確認した。この黒色土を除去後、地

表下 07mで アカホヤ火山灰層を確認し、この面で遺構の検出を行った。アカホヤ火山灰層上面の遺構検出の結果、

弥生時代後期から古墳時代初頭と考えられる堅穴住居を 3棟検出したほか、同時代のものと想定される刻ヽ穴を多

数確認した。アカホヤ火山灰層下位の調査は、調査区北東側の壁際に 20rn× 2mの区画を設定し調査を行った。
地表下 10～ 12mで茶褐色粘質土を確認し、この上層から縄文時代早期の遺物を少量出土したが、遺構は検出

されなかった。

第 2節 第 1面 (弥生時代後期～古墳時代初頭)の調査
竪穴住居

SA01(図 3-3)
SA01は調査区中央部北側に位置し、アカホヤ火山灰層上面で検出した。平面形は直径 25m前後の不整円形で、

深さ01mを測る。床面は平坦で、南側の壁はしっかりと立ち上がるが、北側は不鮮明な部分もある。小穴は 5

基確認され、中央部の 1基は床面からの深さが 04mと やや深い。遺物は弥生時代後期～古墳時代初頭と考えら

れる土器・土師器・磨製石鏃・石包丁が出土した。

SA01出土遺物 (図 3-5)
1は頸部が「く」の字状に屈曲する甕の小破片で、外面はナデ調整、内面にはハケロ調整が観察される。 2は

胴部で屈曲し立ち上がる高郷の小破片である。 3は頁岩製の磨製石鏃の完形品で、鏑は明瞭である。 4は頁岩製

の石包丁で径 3mm程の穿孔が 2つある。形状は外彎刃直線背形となる。

SA02(図 3-4)
SA02は調査区中央部に位置し、アカホヤ火山灰層上面で検出した。平面形は直径 53m前後の不整円形で、深
さ04mを測る。東側には突出部も認められ花弁状住居となる可能性もある。床面の中央部が長軸 32m、 短軸 26m
の不整方形気味に二段掘りとなる。床面から小穴は確認されていない。遺物は中央部の二段掘り部分より、弥生

時代後期の土器や石包丁が出土したほか、炭化物 (木炭)や磨製石鏃等が出土した。

遺跡の空中写真では、SA02の南東側に遺構らしき黒色土が確認できるが、掘り込みの深い所でも02m程度と

浅く、内部の撹乱も著しかったため調査時において遺構とは認めなかった。

SA02出土遺物 (図 3-5)
5は複合口縁重で、 2cm程の国縁部文様帯には櫛描波状文を施文する。口唇部は平坦になるように面取りが

施される。 6は頸部で「く」の字状に屈曲する壼で外面にはハケロ調整が認められる。 7は内外面に丁寧なミガ

キ調整が行われ、口縁部が直線的に立ち上がる壼である。
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SA01

SB02

全

篭毛
電

δ ◎ ①

0         1m

区]3-3 SA01 ・5B02 (1/40)



宮地遺跡 2区

SA02

I黒色砂質土 アカホヤブロックを含む

1撹乱
2黒色砂質上 アカホヤブロックを含む
3黄橙色土 アカ水ヤ火山灰層

区]3-4 SA02 (1/40)
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SA01
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縄文時代遺物包含層出土遺物

｀ ∞ 12

4

10cm

図 35 SA01・ 02・ 03及び縄文時代包含層出土遺物 (1/3)

表 3-1 宮地遺跡 2区出土遺物観察表 (土器)

0                       1ocm

Ａ
日
Ｈ

日
―，
Ｖ

遺物番号 出「ヒ位置
別

種

種

器

寸法(cnl
調整 色調 備考

日径 底径 器高

1 SA01
弥生土器

甕

ナデ
ハケロ

外:7 5YR5/4にぶい褐

内:7 5YR5/4にぶい褐

2 SA01
弥生土器

高然

デ

デ

ナ

ナ

外

内
外おYR6/6橙
内:7 5YR4/3褐

5 SA02
弥生土器・土師器

壺
外 :祖描波状文

内 :ナデ

外イ 5YR6/41こ ぶい種

内ヤ5YR6/4にぶい橙

6 SA02
弥生土器・土師器 壮ハケロ

勺〔ナデ

外ヤ5YR6/4にぶい橙
内■OVR6/4にぶい黄橙

7 SA02
弥生土器 外 :ミガキ

内ッ ケヽロ

外巧YR4/4にぶい赤褐
内6YR5/6明 赤褐

9
縄文土器

深鉢
壮菱形押型文 (縦方向)

勺〔ナデ→山形押型文 (横方向)

外110YR3/2黒 褐

内■OYR5/4にぶい黄褐

縄文土器

深鉢

外:山 形押型文 (斜方向)

内|ナデ

外

内

10VR6/4にぶい黄橙
7 5YR6/41こ ぶい橙

11
縄文土悟
深鉢

外 :国心円押型文 (斜方 向 )

内 :ナデ

外

内

10YR6/4にぶい黄橙
10YR3/2黒褐

12
縄文土器

深鉢
外:ナデ→微隆起線文
内:ナデ→微隆起線文

外:7 5YR6/4にぶい橙

内:7 5YR5/4にぶい褐

縄文土器
深鉢

外tナデ→沈線
内:ナデ

外うYR6/6橙
内:5YR6/4に ぶい橙

2

遺物番号 出土地区 層位 器種 石材

寸法 (mm)
重量 (g) 備考

長 さ 幅 厚 さ

SA01 磨製石鏃 頁岩

石包丁 頁岩 635 55

SA03 石包丁 粘板岩 ? 595



宮地遺跡 2区

SA03(図 3-2)
SA03は調査区南東端に位置し、アカホヤ火山灰層上面で検出した。平面形は直径 25m前後の不整円形である

が、南東部分に張り出し部を持ち、これが付属施設であるならば全体的には帆立貝状の平面形を呈する。遺構内

部の状況についての詳細は不明な点が多いが、張り出し部において小穴を 1基検出したものの、円形部分の床面

からは小穴は確認されなかった。遺物は石包丁や土器が出土した。

遺跡の空中写真では、SA03の南側に SA03と 同様の形態の一回り大きい黒色土が確認できるが、掘り込みが

01m程度と浅く遺物も出土しなかったため、調査時において遺構とは認めなかった。

SA03出土遺物 (図 3-5)
SA03か ら出土する土器は胴部無文の小破片が多く、図示できるものはなかった。 8は石包丁で、径 5mm程
の穿孔が 2つある。形状は半分を欠損しているが、外彎刃直線背形となるものと考えられる。

SB02(図 3-3)
調査区の中央部南側、SA02の南西に位置し、アカホヤ火山灰層上面で検出した。長軸 2.5m、 短軸 2.Omの不

整円形で、深さ01mを測る。埋土は隣接する SA02に類似するが遺物が出土しておらず詳細は不明である。竪

穴住居の可能性も考えられるが、土坑として報告する。

第 3節 第 2面 (縄文時代遺物包含層)の調査

縄文時代遺物包含層の調査は、調査区東側の壁際に南北 20m× 東西 2mの区画を設定し掘削を行った。地表

下 10～ 1.2mで茶褐色粘質土層を確認し、この層より縄文時代早期の手向山式が少量出土した。集石遺構等の

遺構は確認されなかった。

9は国縁部が外反気昧に立ち上がる器形で、外面に縦方向に施文する菱形押型文、内面口縁部には幅の広い山

形押型文を横位に展開する。10は外面に山形押型文が斜方向に施文する。Hは外面に楕円押型文を施文し、内
面はナデ調整が認められる。12は外反気味に立ち上がる器形で、外面に縦方向の微隆起線文、内面口縁部には微

隆起線文を弧状に施文する。 13はやや太目の沈線文土器で、渦文と方形の文様が組み合わされる文様構成が観察

される。

第 3章 まとめ
宮地遺跡 2区では、弥生時代後期から古墳時代初頭頃と考えられる竪穴住居 3棟や土坑、小穴を検出した。竪

穴住居は円形もしくは不整円形で、方形基調の宮地遺跡 1区とは異なっており、宮地遺跡 1区に先行する集落の

可能性がある。出土遺物についても、宮地遺跡 1区に比べると若干古い様相を示している。縄文時代包含層は、

調査区の北東部に設定した区画のみの調査であり、遺跡の全容を示すものではないが、縄文時代早期の手向山式

がやや纏まって出土した。これらの遺物の周囲には、熱を受けたと考えられる赤化した礫が出上しており、付近

に縄文時代早期の集石遺構が存在するものと思われる。
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奈佐木城跡
奈佐木城址公園整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

例言

本報告は、奈佐木城址公園整備に伴い須木村教育委員会が平成 12年度に実施した小林市須木奈佐木字上奈佐

木所在の奈佐木城跡の発掘調査報告である。

発掘調査は、須木村教育委員会が調査主体となり実施した。

奈佐木城跡の現地調査から報告書作成までの作業に従事したものは下記のとおりである。

発掘作業

遺構実測・写真撮影 :柏野勝重

空中写真撮影 :株式会社スカイサーベイ

遺物整理 :内畠万喜 下野やす子
遺物実測 :下野やす子 秦広之
製図 (デジタルトレース):内畠万喜

遺物写真撮影及び加工 :内畠万喜

本報告の執筆は秦広之が行った。

本報告で使用した方位は磁北である。

陶磁器類の分類については、下記の分類を参考にした。

森田分類 :森田勉 1982「 14～ 16世紀の白磁の型式分類と編年」『貿易陶磁器研究 No.2』 日本貿易陶磁研究会

小野分類 :小野正敏 1982「 15～ 16世紀の染付碗、皿の分類と年代」『貿易陶磁器研究 No 2』 日本貿易陶磁研究会

上田分類 :上田秀夫 1982「 14～ 16世紀の青磁椀の分類」『貿易陶磁器研究 No 2』 日本貿易陶磁研究会



奈佐木城跡

第 立早 調査の経過

第 1節 調査の経緯

奈佐木地区では、平成 12年度に須木村商工企画課により奈佐木城址公園整備事業が計画されていた。公園整

備予定地の奈佐木城跡は、宮崎県教育委員会が実施した中近世城館跡緊急調査により曲輪や堀切・土塁などの遺

構が良好に残されていることが報告されており (宮崎県 1999)、 県教育委員会文化課・村教育委員会・村商工企

画課の 3者で事業の進め方について協議を行った。協議の結果、事前に奈佐木城跡の範囲や遺構の有無の確認が

ネ要であるとの結論に至り、整備予定地内 383.51�の発掘調査を平成 12年 12月 6日から平成 13年 2月 26日

にかけて村教育委員会が主体となり実施した。報告書刊行に向けた整理作業は、平成 22年度に小林市教育委員

会が実施したと

第 2節 調査組織

平成 12年度の組織 (発掘調査実施年度)

調査主体 須木村教育委員会
須木村教育委員会教育長 長嶺護

生涯学習課長 安竹茂見
調査担当 柏野勝重

調査指導 宮崎県教育庁文化課

平成 22年度の組織 (報告書刊行年度)

小林市教育委員会教育長 佐藤勝美
社会教育課長 大角良弘
社会教育主幹 芹田直茂

(発掘調査) 天辰より子 (文化財担当)

庶務担当   主査 加藤義和
調査担当 主任技師 増谷理絵

委託職員 秦広之

第 2章 遺跡の立地と環境

奈佐木城跡は小林市の北部、岩瀬川に注ぐ谷ノ木川左岸の丘陵上に所在する。城下を東西に走る県道奈佐木高

岡線は、須木と紙屋 。高岡を結ぶ交通路であり、この道路によって通じる南東の紙屋城跡までは約 14km、 北東

の須木城までは約 4kmである。奈佐木城を含むこの 3城は戦国時代伊東氏が配置した所謂「伊東四十八城」に

数えられており、一時期は日向の大半を支配した伊東氏にとり小林城などと共に、真幸日経略の拠点となった。

付近に所在するこの他の中世城館としては、平成 15年度に県営中山間地域総合整備事業に伴う発掘調査が行わ

れた尾殿第一遺跡がある。この遺跡は、奈佐木城跡の北 9kmの須木下田に所在し、発掘調査では城館に関する

明確な遺構を確認することができなかったが、中世後半の青磁碗等が出土しており、調査区の周辺の尾根には堀

切が確認されるなど、中世城館の可能性が高いものと考えられる。奈佐木集落の北東 6kmの内山集落内の小台

地上には内山城跡 (須木)が所在する。



第 3章
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図牛1 奈佐木効跡調査位置図 (1/5000)

第 3章 調査の成果

第 1節 曲輪 1〈主郭〉の遺構と遺物

曲輪 1く主郭〉 (図 4-3)

曲輪 1〈主郭〉は、奈佐木城跡を形成する尾根の頂上部 (標高 424m)に位置し、南北 145m、 東西 64～

H2mを 調査区として設定した。調査区を含むこの曲輪全体の範囲は、南北 48m× 東西 5～ 21mを測り、今回
はその 1/3程度を調査したことになる。調査区中央部の西側を中心に、掘立柱建物の柱穴と考えられる小穴を検

出した。小穴の深さは検出面から01～ 02mと 浅いものが多い。北東―南西方向を軸とした小穴の配列を想定

することもできるが、その範囲が調査区外へと延びるため、報告書作成段階において掘立柱建物の組み合わせを

復元することは出来なかった。

調査区の南側には、長軸 35m×短軸 2,7mを測る方形の窪地が検出されているが詳細は不明である。

調査区北側には直径 20～ 75m前後の巨石 (自然石)が 3箇所確認されている。調査区北東部分の 2つの巨

石に挟まれた部分からは、洪武通費や大中通費などの銭貨 66枚が纏まって出土した。出土した銭貨の内訳は、

洪武通費 54枚 。大中通費 2枚 。永楽通費 3枚 。光順通費と読めるものが 1枚・錆着のため銭種を確認できなかっ

たものが 6点であった。また、この付近からは底部糸切の土師器皿 (18～ 20)や香炉 (21)な ども出土している。

調査区中央西端からは熱を受けた痕跡が認められる礫が纏まって出土し、炉跡の可台旨14もある。

曲輪 1〈主郭〉から出土した遺物は、中世後期の陶磁器のほか、香炉・斧・銅銭などが出土した。

曲輪 1〈主郭〉出土遺物 (図 4-5。 6)

1は端反りの碗で、外面に唐草文を描き、内面口縁部には四方欅文を描く。小野分類染付碗 B tt。 2・ 3は広



奈佐木城跡

50m

曲輪 ll■郭 )

430m

420m

410m

400m

390m

図牛2 奈佐木城跡遺構配置図 (1/1000)



第 3章

く開いた胴を持ち、見込みが広台内に窪む特徴を持つ碗で、 3の外面には丸を 3つ組み合わせた文様を描き、見

込みには同様な文様と渦文を描く。小野分類染付碗 C群。 4は見込みに玉取獅子文を描く染付皿で、小野分類染

付皿 B群。 5～ 7は端反りの染付皿で、小野分類染付皿 B tt。 8は国縁が内碗気味に立ち上がる染付皿。 9は国

縁部が外反する青磁碗で、上田分類 D tt。 10は線描蓮弁文が施される青磁碗で、上田 BⅣ類。 11は回縁部に線

描で草文を描き、胴部には線描蓮弁文を描く青磁碗。 12は青磁碗の底部。13は青磁稜花皿で、口縁部内面に沿っ

て部分的に途切れる沈線文が廻り、内面胴部には箆描きの花文様を施す。外底部の高台内を蛇の目状に釉剥ぎを

行う。 14は青磁小皿。 15・ 16は 白磁皿で、森田分類 E群。ともに高台畳付部分のみを露胎とするもので、16

は畳付部から外底部にかけて砂が付着する。17は内碗気味に立ち上がる無文の陶器碗。 18～ 20は土師器皿で、

不明瞭であるが底部糸切が認められる。18は口縁部の先端が尖り気味となり、僅かに外反する。21は瓦質土器

香炉で、国縁部外面が外反し、外面胴部には 3帯の陰印刻を施す。脚部の断面は三角形状となり、付け根には円

形の印刻を 2箇所施す。22は銅製の第で、湾曲した状態で出土した。23～ 27は銅銭で、23は大中通費、24

は洪武通費、25は不鮮明であるが「光順通費」とも読める。26～ 27は永楽通費である。

第 2節 曲輪 2の遺構と遺物

曲輪 2(図 4-2)
曲輪 2は標高 412m前後の位置にあり、曲輪 1く主郭〉との比高差は約 12m、 曲輪 3と の比高差は約 13mで、

曲輪 1〈主郭〉から曲輪 2ま での傾斜は、曲輪 2か ら曲輪 3までの傾斜に比べて緩やかである。曲輪 2の範囲は、

南北 5～ 8m、 東西 41mで東西に弓形状に細長く形成され、この範囲に3本の試掘坑を設定し調査を行った。試

掘坑内からは小穴や土坑を確認している。曲輪 2か らは、染付碗などが少量出土した。

曲輪 2出土遺物 (図 4-6)
28は畳付部分のみを露胎とする比較的高い高台を持つ染付碗で、見込みには蓮花文的な文様を施す。

第 3節 曲輪 3〈古神社跡〉の遺構と遺物

曲輪 3(図 4-2・ 4)

曲輪 3は、標高 400m前後に位置する。曲輪 1〈主郭〉までの比高差は約 25mである。曲輪は、南北 8～

21m、 東西 65mと東西方向に弓形状に細長く形成されている。この範囲に3本の試掘坑を設定し調査を行った。

曲輪 3からは、染付碗や皿などが少量出土した。

曲輪 3出土遺物 (図 4-6)
29は日縁部が外反する染付碗で、見込みには蛇の目釉剥ぎが認められる。30は回縁部が外反する染付皿で、

外面に唐草文を施す。小野分類染付皿 B群。

古神社跡 (図 4-4)                          ,
曲輪 3の東端部分において、礫が列を成して確認できたことから、この礫の配列に注意しながら調査区を設定

した。奈佐木城跡を形成する尾根は「荒神山」とも呼ばれ『須木村誌』には「奈佐木の「荒神社」は、奈佐木城

跡に祭られていたと伝えられるが、御神体は西南戦争の折いずれかの兵士に持ち去られた」と紹介されている。

嘉永 6(1853)年に須木の社寺を纏めた「須木神社方堂寺院調帳」 (『宗方家文書』)でもその存在を確認するこ
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図牛7 奈佐木城跡出土遺物3(1/3)

とができる。今回確認された礎石の配列が、伝承や文献史料で知ることができる「荒神社」跡と考えられたこと

から、この区画を「古神社跡」として調査を行った。

古神社跡では、0.3～ 0.4m程度の礫が 11個確認でき、いずれも平坦な面を上にして設置されていた。それぞ

れの礫が原位置を保つか不明な部分もあるが、西端の 3個の礫は当初の位置を保つと思われ、それぞれの礫の間

隔は 2.Omと ほぼ均等である。古神社跡から出土した遺物は、青磁花生、寛永通費など江戸期の遺物が出土した。

古神社跡出土遺物 (図 4-6)
31は寛永通費である。

第 4節 奈佐木城跡出土遺物

奈佐木城跡出土遺物 (図 4-7)
32～ 42は奈佐木城跡発掘調査で出土した遺物であるが、出上位置が不明なものである。32・ 33は小野分類

染付皿 B tt。 33は畳付部分のみに釉剥ぎが認められる。34・ 35は青磁盤もしくは皿で、34は 回縁部を「く」

の字状に折り曲げ、先端をさらに摘み上げるように形成し、内面胴部には浅い沈線文が観察される。36は白磁稜

花皿で、日縁部は波形に作り、内外面を花弁状にヘラ切り彫りする。37は黒釉陶器の小破片で、壼の肩部付近と

フ
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思われる。38は黒釉陶器の小碗。39は陶器碗。40は陶器瓶で、外面鉄釉の上に外面肩部から内面回縁部まで藁

灰釉を施している。41は土師器皿の底部 3箇所に方形の脚が付き、脚部は貼り付けではなく削り出して形成した

痕跡を持つ。42は粉引き臼の下臼で、日は八分画と推定される。

第 4章 まとめ

第 1節 文献にみる奈佐木城

奈佐木城に関する文献史料は必ずしも多くはないが、『日向記』には「那佐木城主 肥田木三郎兵衛尉」 (『日向
記巻第 7』「7分国中城主揃事」)とあり、伊東氏が領国内に配置した「伊東四十八城Jの一つに数えられている。

また永禄 4(1561)年の出来事を伝える史料の中には「真幸ロニハ野尻 。三ッ山・須木・奈佐木、彼四ケ所ヲ固
テ手堅番ヲナス上ハ真幸口・鋲肥口双方二働玉フ」 (『 日向記』「犬追物井長善寺破事」)とあり、伊東氏にとって

奈佐木の地が重要な拠点の一つであったことが伺える。このころの伊東氏は、飲肥攻略と同時に真幸院への進出

を目論んでいた時期であり、この地を治めていた】ヒ原氏が衰退する中で、真幸方面において島津氏と直接的に対

峙するようになる。

元亀 3(1572)年の木崎原合戦で敗れた伊東氏は、さらに天正 4(1576)年 8月 に高原城が島津氏により攻

略されると「同日三ノ山・須木・名左木、彼三ヶ所伊東捨られ候」 (『旧記雑録後編』1901「北郷時久日記」)、 「高

原・高崎 。三ノ山 。内木場・岩牟港・須木・須師原・奈崎共八箇所忽烏我用上、同甘四日、使鎌田尾張守警衛三

ノ山、宮原筑前守警固須木也」(『旧記雑録後編』1861「義久公御譜中J)とあるように、奈佐木 (「名左木」「奈崎」)

の地も周辺地域と同じく島津氏の領有することとなり、須木へは宮原筑前守景種が配置された。このように文献

史料における「奈佐木城」あるいは「奈佐木」は、真幸方面で伊東氏と島津氏が対峙するようになる永禄年間か

ら天正の始め頃の記事に、その存在を確認することが出来るようになる。

第 2節 出土遺物からみる奈佐木城

奈佐木城の主郭と想定される曲輪 1〈主郭〉では、13世紀から 14世紀前半頃の指標と/8-る鏑蓮弁文を持つ竜

泉窯系青磁碗や口禿の白磁小皿等は出土していない。今回の発掘調査で古く位置づけられそうなのが、口縁部が

外反する青磁碗 (上田分類 D類 :9)で、14世紀後葉から 15世紀前葉頃と位置づけられている。中国産染付の

多くは、15世紀後葉から 16世紀中葉頃のものが主体を占めており (小野分類染付碗 C群 。皿 B群 )、 白磁皿や

青磁椀なども同様な年代の資料が出土している (森田分類 E群、上田分類 BⅣ類)。 以上のような曲輪 1〈主郭〉

における出土傾向により、奈佐木城は少なくとも 15世紀代には築城されていた可能性が高く、出土遺物の多く

なる 15世紀後葉から 16世紀中頃にかけて城として活発に利用されたものと考えられる (註 1)。 一方で、16世

紀後葉 (1570年代から80年代)に量的増加をみせる小野分類碗 E群 (鰻頭心タイプ)や皿 B2類 。E類は出土

しておらず、天正 4(1576)年の島津氏領有後は、拠点としての城の役割を終えている可能性が高い。

今回の発掘調査において興味深い事例としては、曲輪 1(主郭〉北東部の巨石 (自然石)周辺の限られた範囲

から、銭貨が纏まって出土したことである。多量の銭貨が纏まって出土した事例は、中世城館では備前焼の壼・

甕に入れられた坂本城跡 (五ヶ瀬町)や塩見城跡 (日 向市)な どがあり、これらは備蓄銭と考えられている (北

郷 1998)。 その他の事例としては、中世城館の調査ではないが、笠下遺跡 (延岡市)や鵜戸ノ前遺跡 (小林市)

などで報告されており、いずれも祭祀的意味合いを持つものと想定されている。今回の事例においても、他の中
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世城館の事例で指摘されている備畜銭の可能性も否定することは出来ないが、銭貨が纏まって出土した場所が、

奈佐木板の主郭と考えられる曲輪 1の北東隅であるという点を重視するならば「鬼門」を意識した祭〒E儀礼の可

能性も想定することが出来るのかもしれない。

今回の発掘調査は、公園整備事業に伴う事前の発掘調査であり、限られた範囲の調査であつたが、文献史料が

必ずしも多いとは言えない奈佐木城の築城時期と利用期間についての情報を得たことは大きな成果であつた。

註 1 この時期の須木の情勢を探る史料に下記の2点がある。
①「須木より明日十五日仕事之由、申候之簡〔我々彼堺ロヘ可打出候之庇、米良美濃・比田木次郎太郎一日之合戦へ手負候間、明日之仕事者延候」(『旧記雑録前編』

21486「載本田兼親譜J)永井哲雄氏はこの資料を文明4～ 5(1472～ 73)年頃のものとし「米良美濃及び比田木次郎太郎は島津方と入魂の間柄であり (中略)

境目の須木を本拠にしている様子がうかがえるが、確かなことはわからない。恐らくは、このころ、伊東氏との争奪の地となっていたのではないかと思われる」

と指摘している (永井 1994)。

②文明 16(1484)年 の鉄肥出兵に際し、伊束祐邑が率いた地域に「祐邑ハ清武。田野・石塚・穆佐・倉岡・飯田・内山・綾・紙屋・守永・須木此人数召供シテJ(『日
向記巻第 3』 「17 鉄肥御発向事J)と あり、このころの伊東氏の勢力範囲が伺える。
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図牛8 奈佐木城縄張り図 (1/4000:宮 崎県 1999作図を基に加筆及び製図)



写真図版 1(二原遺跡 1区・2区 )
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SЮ3と遺物出土状況 (北から)
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写真図版 2(二原遺跡 1区。2区 )



写真図版 3(宮地遺跡 1区 )

SA01(上が西) (南から)

SA04(上が南西)SA03(南から)

SA04(北東から) SA04出土埋甕

縄文時代早期礫群出土状況 (上が北西) 縄文時代早期礫群出土】ボ況 (西から)



写真図版 4(宮地遺跡 1区 )
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写真図版 5(宮地遺跡 2区 )

宮地遺跡 2区 ―(南から)宮地遺跡 2区 (南から)

SA01(上が南東)宮地遺跡 2区 (上が北東)

SA02(上が東)



写真図版6(奈佐木城跡)

奈佐木械跡遠景 (北から)

奈佐木城跡 (上が南)



写真図版 7(奈佐木城跡)

奈佐木城跡曲輪 1(主郭)(右が北) 奈佐木城跡曲輪 1〈主郭〉 (北から)

奈佐木蛾跡曲輪 1(主郭〉 (南から) 奈佐木城跡由輪2(東から)

奈佐木朝跡曲輪 3(東から)

奈佐木城跡に現存する空堀

奈佐木城跡曲輪 3(古神社跡〉 (南から)

曲輪 1(主郭〉南端部に現存する土塁
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